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結核 性腹膜炎患者 ニ於 ケル含嗽 液 ヨ リノ

結核菌培養成績 ニ就 テ

附 一ケ年後ノ遠隔成績

(本稿 の要旨は第20回 日本結核病學會で獲表しずこ)

(昭和17年5月30日 受領)

東京警察病院内科(覆長 束大講師 坂弘秀夫博士、

島 崎 利 子 ・

第一章 緒 言

結核性腹膜炎ノ・内罫二於テ日常恥 遭遇 スル疾

患 デアリ、其 ノ罹病卒ハ諸家 ノ統計二依 レバ多

クノ、約3-5%、 結核性疾患二封スル頻度 ノ・5

-16%ト 云ハ レテ居ル
｡

結核性腹膜炎 ガ原褒牲ナル事ノ、極 メテ稀 デ、覧大

部分 ガ他臓器 ノ結核牲病竈コ リ繊 穫牲二來 リ、

麺例慢性 ノ経過 テトル｡

最近結核菌培養方法 ノ進歩ノ・喀俵塗抹標本中結

核菌陰牲 ノモノノ喀疾其他諸種 ノ材料 ヨリモ屡

気結核菌培養 チ可能ナラシへ 結核 ノ早期費見、

豫防、豫後及ビ治療上二重要 ナル意義ヲ有スル

ニ至ツタ｡

余ハ昭和15年9月 以降東京警察病院内科 二入

院 セル結核性腹膜 炎患者二就テ、其 ノ含漱液 ヨ

リ結核菌培養 テ行 ヒ、培養陽牲者及ビ陰性者間

ノ比較観察ヲ試 ミタルヲ以テ、其 ノ結果 テ弦二

報告スル｡

第二章 培養方法

東京警察病院内科工入院セル結核性腹膜炎患者

50例 轟就テ、其 ノ喀疾叉ハ含漱液 ヨリ直接塗抹

標本及 ビ集菌法 ヲ行 ツテモ結核菌 ラ詩明セヌ者

ノ含噺液二就 テ結核菌培養 テ行 ツタ｡

(1)培 養材料e結 核性腹膜炎患者含徽液｡郎 チ

早朝口肱清洗前、滅菌水約30耗 ニテヨク含徽

サセ,1咽頭後壁二附薯 セルレ粘液 プikヒ落 シ且 ツ

含漱刺載 ニヨリ氣道 ヨリ喀出セラレタ喀疾ヲ含

ム蔽 ヲ減菌試験管チ探ル」

(2>培 養基｡岡 一一片倉1、氏培地.

(鋤 培養方法｡同 潟氏等 ノ含徽液結核菌培養方

法 二從ツタ.

《4/堵養成績判定｡2-4-6週 間内二依白色或

ハ僅 力帯黄色 ノ乾燥 セル粟粒大 ノ聚落テ生 ジタ

ルモ ノヲ培養陽性 トリシ、8週 後 二至 ルモ聚落 テ

生 ゼヌモ ノラ陰性 トシタ｡聚 落 ラ螢生 シタモノ

ニ就 テハ、直接 塗抹標本 テ作 リ染 色鏡検 シテ抗

酸牲抗「アル コール」性 桿菌 ナルヲ確 メ、之属占

部2)氏 煮沸法 ヲ併 セ行 ヒ、 爾 ホ梅狸接種及 ビ植

縫 テ行 ツタ｡

(5)聚 落 数｡10-15個 マ デ(十)

30-35個 マ デ(昔)

100個 マ デ 「構)

100個 以 上(柵 〉

(6♪ 培 養同激｡主 二3岡 以上 、時ニハ2同 工止

メタルレモ ノモ アルo

(7)培 養施 行間隔｡1-2週 間｡
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第三章 培養成績

(1)培 養陽性率｡

既二岡3)、片倉氏塾喀疾塗抹標本結核菌陰性 ナ

ル輕症結核患者215例 二就 キ観察期間中全ク鏡
や

検上結核 菌陰性 ナ リシ者146例 中肋膜炎 ニテノ・

34・4%、 肋 腹膜 炎 ・・=テノ・50%ノ 培 養陽性率 ヲ

報告 シ、 畠研 氏等 ・・漁性肋膜 炎172例 二就 キ

喀疲結核 菌陽姓率 ハ 塗抹 標 本 ニテノ・23.3%、

培 養ニ テハ16、3%、 計39.6%ナ ル ヲ認 メ、 肋

腹膜 炎及 ビ結核性腹膜 炎二於 テモ之 ト姶 ド同率

ナ リ トノ報 吉ガアル｡

余 ハ昭和15年9月 以降、東京警 察病院 内科 二入

院 セル結核性 腹膜 炎患者 ノー部50例 二 就 テ 其

ノ含歎液 ヨ リ結核菌培養 ヲ行 ヒ16例 自Pチ32%

ノ陽 姓者 テ得 タe此 ノ50例 中培養當 時明 カニ

合併 症 テ訣 キ、軍 二腹膜 炎 ノミニ罹 患 セル者 ノ・

29例 ニ シテ其 ノ中6例 即 チ20.7%ル 陽 性者 箸

得 タ.此 ノ被検者 中、培養期間中塗抹標本 ニ テ

ー過 性 二結核 薗 テ讃明 セルノ・肺浸潤 テ合併 セル

ー・例 ノミニ テ
、其 他ハ徳 テ入院中直接塗抹標 本

ニテ結核 繭陰 性 デアツタ
｡

即 チ結核姓腹膜 炎 ヲ主症 トス ル者 二於 テ、後述

生如 ク合併症 ヲ作 フ場 合ル・勿論 ナ レド
、然 ラザ

ルモ ノニ於 テモ斯 カル陽性率 ヲ得 タ事 ハ注 目 大

ベキ事實 デ アル｡

(2)培 養 陽性同獄及 ビ聚落敷｡

第1表 培養陽性者二於ケル陽性同倣

及聚落激
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第1表 二示 セル如 ク、陽性同薮 ニテル、1同 ノモ

ノ最 モ多 ク、郎 チー過姓 二結核菌陽性 トナル事

ヲ示 ス｡聚 落敷 ニ テノ・、(+)ガ 最 モ多 イ｡連 績

3同 共陽性 ノ2例 ハ聚落数 モ亦 多 シ｡

培 養陽性當時腹膜炎 ノミニ罹患 セ シ6例 二於 テ

・、(十)1同 ノモ ノ4例 、(柵)1同1例 、(冊)3

同1例 デアツ タ｡胸 部疾患 ヲ有 スル者 ル中、肋

膜 炎4例 ニ テノ・(+)1同2例 、(静>1同1例 、

(柵)1同1例 ニ シテ、肺浸潤4例 ごテハ(暮)1

同2例 、(督)3同1例 、(柵)2同1例 ニシテ、

其 ノ痢愈テニ聚落蹴 多 シ｡

第四章 臨鉢的観察

第一節

第二表 二示 人如 シ｡結 核性腹膜 炎 ノ性別二就 テ

ハ小澤5}内 科 ノ統 計二抜 レ・1'女子 ハ男子 ル約2

倍、本 研 氏ハ3倍 弱、 有吉7}氏 ハ1,75倍 ナ

リト逃 べ、Maプ 氏ハ思春期 前 二於 テノ・男女 同

数 ナルモ、思春期後 ハ女子 多 シ ト述 べ、Vossg)

氏 ノ・男子 ノ相封頻 度ノ・各年齢 デ殆 ド同敷 ナルモ

思春朗 ニハ女Fハ 男子 ノ略k2倍 ナ リ述 べ、成

書 輔ニモ同様 ノ記載 アリテ、其 ノ原 因 トシテハ

生殖器結核 ガ 或役翻 ラ 爲 スタメナラ ント云 ヘ

リe余 ノ検 査例 二 於 テ被 検者50例 中男子14

例 、女子36例 ニ シテ 後者ハ前者 ノ約2倍 孚ナ

リ｡其 ノ中培 養陽 陸 者ハ男子7例(50%)、 女子

性別及 ビ年齢

第2表 性別年齢及ビ培養成結

9例(25%1ニ シテ男子 ノ陽性李高 シ｡

年齢 的關係二就 テ小澤㌢内科 ノ統 計 二依 レバ、
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梅

16-25歳 ノ春期嚢動期及 ビ 青年期 二 最 モ多 ク

邊 半籔 ヲ占 ム ト述 べ テ居 ルガ、余 ノ検査例 轟於

テモ16-25歳 ノモ ノハ50例 中35例(70%)二

シテ最 モ多 ク、 培養陽性者 モBtノ 年齢 間二16

例 中12例(75%)テ 右 メ、大罷年齢 ト勉行 スル｡

、第二節 病 型

結核性腹膜炎轟就 テハ、或ノ・病理解剖的二或ハ

臨躰的二種々ナル病型分類 ヲ見ルモ、臨林上最

モ汎 ク用 ヒラレルハ、慢性型工於テハ滲出型、

乾型及 ビ限局性 ノ分類 デアル｡此 ノ分類二依 レ

バ小澤5)内科、有吉71及 ビ江刺家働 氏等ハ乾牲

最 モ多 シト云フe然 ルニ平井12)氏ハ簡軍二滲出

型及 ビ辮参出型二分 ツテ便利 トシテ居リ、非滲

出型ニハ癒著牲、成瘤性及 ビ乾酪膿性 ヲー括 ス

ル.此 等 ノ間二移行型 ノアルノハ勿論デアル｡

之二倣 ヒ余 ノ検査例 ラ分類 セル夙 第三表 ノ如

第3表 病型 ト培養成績

趨 蟹 陽薩 性i
滲 出 型8 11

㎜}一 一

17

計
一一一『-

25
讐 一

25非 滲 出 型{8
…-

17

計[6 34 50

ク滲出型及 ビ非滲出型各々25例(50%)ニ シテ、

培養陽性群及 ビ陰牲群共二爾型相{君バスル.

病型及 ビ豫後 ノ關係二就テハー般二滲出型ハ非

滲出型ユ比 シ豫後良好ナリト云 ヒ、本研 り美ノ・

結核性腹膜炎 ノ豫後ハ病型及 ビ合併症 ノ姓質二

依 リテ異 リ、腹水型ニテ良 ク、非腹水型ニテ不

良 デアリ、注熱性肋膜炎 ノ作フ場 含ハ腹水アル時

ハ不良 デ、之二反 シ腹水 デ謹明セヌ時ハ比較的

良好 デアルト述べテ居ル.

結核性腹膜炎 ノ豫後ハ合併症轟 ヨゾテ左右サレ

ル事多キ故、合併症 ノ有無ラ考慮 シテ病型 ノ轄

蹄 ヲ観察 セルニ第四表 ノ如 キ結果 ヲ得 タ｡即 チ

培養陽性者中合併症ナキモ ノノ轄蹄ハ何 レモ良

好ナ レド、合併症 ヲ有 スルモノニテノ、韓蹄不良

ナルモ ノガ其 ノ孚藪 ヲ占ム｡然 モ非滲出型二良

好 ノ轄飾テ トルモノ多 ク、寧 ロ滲出型二轄蹄不

良 ノモノ多キカ如 シ｡

培養陰性者中合併症 ナキ者二比 スレバ合併症テ

第4表 病型、合併症ノ有無縛鰯及培養成績
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第 三 節

「ツベ ル クリニ」皮内反癒 ノ判定 ハ 日本學琳 娠 興

會 ノ規定 二從 ヒ、凝赤4粍 以下、陰牲、5-9粍

疑 陽牲、1(,粍 以 上 チ陽性 トナ シ、詰fホ陽牲 ノモ

〃 ・便宜上10-49粍/十 》、20-29粍 く升)、30

粍 以 上 く耕赴 二分 ケク.

結 核牲腹膜炎 ハ、勿論結核葭感 染 テ経過 セル故、

「ツ」反慮 ハ陽・性ナルペキモ
、諸種 ノ{傑件ニ ヨリ

「アネル ギー」ノ獣態 ノモ ノモ アル・ぐク、余 ノ検

有 スルモ ノノ轄蹄 ハ良好 ナラザル頃ロキモ特 二爾

病型聞 二注 目二値 スル差異 ガ認 メ ラレメ ト云 フ

事 トナル｡

ジッベ ノレク リ ン」皮 内反 癒

査例 二於 テハ第五 表 ノ姐 シ、 即 ヂ ツ」反癒陽牲 ・

率 ノ・培養 陽性群 二高 へ 陰性群 二低 シ.

「ツ」皮 内反慮
、培養成績及 ビ轄蹄 トノ關係 二就

テハ第 六表 ノ如 シ｡

… 般 二「ツ
、皮 内反慮中等度或 ハ張度陽性 ヲ示 ス

モ ノ轟縛蹄不良 ノ例 ヲ見 ズ｡培 養陽性者二於 テ

「ヅ」皮 内反懸陰性2例 ハ共 二死 亡
、疑陽性2例

中1例 死亡、梶 慶陽性9例 中2例 不攣…、3例 壌
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第5表 「ツ」皮内反磨 ト培養成績
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第6表 「ツ」皮内反慮培養成績及 ビ轄蹄 トノ關係

＼＼ 培養成緬

ぼ 盛腿 醐
(一)1

陽 性 陰 性

(±)1(+)1(替)1㈹)(一)1(±)(+)1㈹ 「繭 鴨

良 好10 1

0

4

2 剖1
8 5

16
6 4

不 墜lo 0 0 2 0 0

不
計 良i引

1 3 0 01
10

1 0 0

2 9 1 219 ・5 9 6 、 4

悪或ハ死亡 シ、培養陰性者二於テハ「ツ」皮内反

慮陰性9例 中1例 死亡、輕度陽性9例 中2例 不

愛、1例 死亡シ其 ノ他ハ総 テ良好ナル轄蹄 テ示

ス｡部 チ培養陽性及ビ陰性者共二反慮強キモノ

ノ韓蹄ハ良好ニシテ、反慮鶉キモノ或ノ・反慮 テ
魏

呈セザルモ ノガ縛蹄不良デアル｡

次二「ツ」皮内反慮陽性轄化 ト培養成績二就テ述

ベル｡當 内科瑚鈴木博士 ノ研究 セル所二依 レバ

結核 性腹膜炎ガ初感染二績嚢 スル頻度モ可成 リ

高 シト云 フ｡余 ノ検査例中明カニ籾感染二次 デ

嚢生itル 結核姓腹膜炎患者ハ10例 ニシテ、其 ノ

中3例 ハ含漱液 ヨリ培養 ニテ結核菌陽性 トナ

リ、(十)1回1例 、(十)2同1例 、(惜)1同1

例デアツタ｡陽 性轄化群轄鋸ハ培養陰性群中1

第 四節

赤血球沈降速度ハ室温、一時間値 テ探用 シタ.

培養時赤沈値程度別二就テハ第七表二示 セル如

シ・(赤沈値程度別 ハ 東北帝大熊谷内科一岡部

一一小州氏二依ル
、)即チ培養陽性者及 ビ陰性者共

二中等度及 ビ彊度促進 ノモノ多ク、前者ハ81.3

例死 亡、1例 不攣 ノママ入院 シ居 ル以外 ハ縮 テ

輕快退 院 セ リ｡爾 ホ陽性韓化 ヨリ培 養 二至 ル迄

ノ期 間ノ、、培養陽性群 ニテハ1月 以 内、1月 半、

6月 孚ニ シテ、陰性群 ニテノ・1月 以内、3月 、

7月 、8月 、15月 、陽性韓示前3月 デ アル｡熊

谷 鴎教授 ハ初感染 ノ極 メテ初期 二蔑 二喀 疾中 二

結核 菌 ヲ謹明 ス ト述 べ、大里15}教授 ハ初期髪化

群 ノ時期 ニノ・普通喀疾 申二結核菌 テ謹明 セヌガ

時 トシテ初感 染竈 ガ軟化 シテー過性 二無藪 ノ菌

ガ喀 出 セラル事 アリ ト述 べ シ勲 ヨリシテモ、初

感染後比較的短時 日申二腹膜炎 二罹患 セル時 ハ

時期 宜 シキラ得 レバ喀疾 中又 ノ・含漱液 ヨリ結核

菌培 養ニ テ陽 匪 トナル事 ア リト推定 サ レ、余ハ

此 ノ事實 ヲ謹明 シ得 タ｡

赤血球沈降速度

%後 者70・6%ニ シテ、赤沈値 ノ正常或 ノ・輕度

促進 ノ例 ル・少 シ｡

宮川16、 川 上17f)氏等 ハ赤沈 値 ラ2週 二1度 宛検

査 シ経過 テ追 フテ比較 スル時 ノ・肺結核 ノ病勢 ヲ

略 々知 リ得 ル ト云 フ｡結 核性腹膜炎 二於 テモ、



600 島崎 誠結核性腹膜炎患者二於ケル含漱液扮リノ結核菌培養成績二就テ 【第20巻

第7表 培養時赤沈値程度別
＼＼ 赤

＼、 沈

培養 ＼
成績 ＼

正 常!輕 度 促 進:
一 蝉 一}一 腎_

中等度促遙
卿一 一 一… ～ 南 隣一 　一 、

24-55mm

研 一

強 度 促 進
胤}一 　 _儒_

婁孝21=16㍗m19-23mm,
56期m以 上

培 養 陽 性1
甕

脇 一 一 … …噂ρ

1 2'7 6

6.25% 12.5%43.75% 37.5%

培 養 陰 性}
{5 516 8

14.7% 14.7%47.1% 23.5%

計 レ6 7卜23 14

第8表 入退院時二於テ赤沈値20粍 以上攣動セル者 ノ培養成績及轄蹄

良 好23

不 墜一

良

0

不 1

計 3

0

1

4

2

養 陰 性

不 剣 暦 加}

7

00

3

5

5

12

8

…}

・

0

㎜
0

…
8

計

[」1ヱ」.2_L28
012i2
-=「y一 「「 一

ユけ　　 の　 へ ほ　 　

18531

簡躍 二入退院時(大 部分 ハ1-3ケ 月入院 セルモ

稀 二6ケ 月以上 二及 ブ者 モ アル)ノ 赤沈値 ノ差

力20粍 以 上二攣動 セル場 合(Westergrenノ 誤

差範 園 ヲ越 エ テ居 ルモ ノ)二 培 養成績 ガ 轄蹄 二

響

如何 ナル關係 アル カテ観 タ所、第八 表 ノ如 ク檜

加5例 中3例 、不愛4例 中1例 、減 少3例 中1

例 ガ鱒蹄 不良 デ アル.培 養陰性者 デノ・不攣例最

モ多 ク、減少例 ガ之 二次 ギ、増 加例 ガ最 モ少 シ.

第五節X線 像

嚢 二岡、片E)-3,氏 ハ肋腹膜 炎患者 ノ喀疲 ヨリ結

核菌培養 ヲ行 ヒ、其 ノX線 像 ノ所見 ナキ5例 中

1例 、輕 度 ナル撒布像11例 中7例 ノ陽性者 ヲ

得 テ居ル、

余 ノ検査例 中47例 ノう(線像所見 ヲ 第 九表 ノ 如

第9表 胸部X線 像及培養成績

犠x灘 集 性1陰 性
計

肺 二墾 化 ヲ
認 ヌモ ノ

7

ぐ43｡75%)

一炉一

19;26

(61・3%){(55・3%)

肺門部陰影2
増大q2.5%) 越 の レ肱§%)
肺門部淋巴3
腺腫脹(18｡75%)-7一 一

2i5

(6・4%)i(1・ ・7%)

肺 ニ寝 潤 傑3
アル モ ノ(18.75タ6)

…

(412｡9%)1(14.ζ%)

血 行 撒 布 像1
ア ～レモ ノ(6.25%)

0 1
(2.1%)

16計

(100%)

31

(10う%)

47
(100%)

ク分 チタルニ、肺 二攣化 ナ キモ ノ最 モ多 ク、之

二次 デ肺 門部陰影増大(明 カニ 肺門部淋巴腺腫

脹 ラ認 メ得 ヌモ ノチ含 ム)、 肺 二 浸潤 像 アルモ

へ 肺門部 淋巴腺腫脹」血行撒布像 アルモ ノデ

アル｡然 ルニ斯 カルX線 像 二於 ケル培 養陽性考

及 ビ陰性 者 ノ比率 ノ高 キ順 序 二列暴 ス レバ、唯

1例 ナル畷皿行撒布像 テ除 キテハ、肺 門部淋 巴腺

腫脹(1.5:1)、 肺 二浸潤像 アル・モ ノ(0.75:11、

肺 二慶化 ヲ認 メヌモ ノ(O,37:1)、 肺 門部陰影

増大(0.33:1痔 ナ ルe

結 核菌培養陽性者胸部X線 像 ト陽性同撒 及 ビ聚

落数 トノ關係 ハ第1一表 ノ如 シ｡即 チ肺 二浸潤線

アルモ ノニ聚落薮多 キノ、勿 論 ナ レ ド肺 二攣化 ヲ

認 メ得 ヌモ ノ及 ビ輩 ニ肺 門部陰影増大 セルモ ノ

ニ テモ聚落数 ノ多 キ事 ガアル
｡

以 上遍 ベ シ如 ク、X線 像 二特別 ナル攣化 テ認夫

ヌモ ノニ於 テ スラモ含歎液 ヨリ結核 菌培 養陽性
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胸 部

・

肺二墾化

肺門部陰

肺門部淋
: 肺
二浸潤

血行撒布

第10表

X線 像

肺 二墾 化 ヲ認 メ ヌモ ノ

肺門部淋巴腺腫脹

肺二浸潤像アノレモ ノ

血行撒布像ア〃モ ノ

結核菌培養陽性者胸部X線 像ト陽性同激及聚落販

}例… 撃 性鴨 ∴
7

哺
2

闘3

齢
3

楠
1

落

)(

0ぢ一一00
…

0110

ー

ウ
ん

ウ
隔

〇
一

ハU

Aり

}

1多
…

01

}7

ー

【

1

　一"

1

2

、2

0輩～0

数

){(柵)
…

2

1

0

1

0

トナルレ事ガアリ、恐 ラクハ肺二結核 菌 ガ存在 シ テ腹膜炎 モ績嚢的 ニ嚢生 シタルモ ノナ ラン.

'

第 六 節 結 核性既 往症

饒往症二關 シテハ田中屋18)(外科方面)、有吉η、 有 セズ｡殊 二肋腹膜炎二於テ然 リト云 フ｡

江刺家{2)氏等ハ約3分 ノ1二 結核性疾患 アリト 余ノ・結核性既往症 ノミニ就テ観察 シ、現在結核
な

云ヘルモ、本田の氏ハ大部分ハ結核性既往症 ヲ 性腹膜炎二罹患 スル以前1ケ 年以上 ヲ縄過 セシ

第11表 結核性既往症
'＼

｡現症噂デノ

灘症.　庭灘
有 無 ＼ 、＼

結核性既往症アノレモ ノ

1ケ 年 以 上 1ケ 年 以 内

陽 性

0

陰 性 陰 性 陰 性
{
8丁 日rr6-一 　 一…　… …7-「 一一

(25%)i(37.5%)「21｡8%夫

結核性既往症ナキモノ
み
01 24

K75%)
10

(62｡5ヲ6ノ

25
(78.1%)

モ ノトb1ケ 年以 内 ノモ ノ トテ分 チテlr¥-1・一一.表

ノ如 キ結果 テ得 タ｡帥 チ培 養陽性群 二於 テハ全

テガ1ケ 年以上 テ経過 セル銑往症 テ訣 キ、1ケ

年以内 トナ レバ3分 ノ1以 上二銑往症 テ有 スル

モ、陰性群 二於 テノ、1ケ 年 以上 テ経過 セル場 合

・・=・モ、1ケ 年以 内 ノ場合 ニモ既往症 ヲ有 シ
、其

ノ率 ノ・略 ≧近 キ激値 ヲ示 ス｡

結 核性銑往症 ノ種類 トシテノ・、1ケ 年以上縄過

セ シ既 往症 テ有 スル培 養陰性群 ニテハ肋膜 炎2

例 、腹膜 炎3例 、肋膜 炎及 ビ腹膜炎 号罹患 セシ

者2例 、肺尖浸潤1例 デアル｡1ケ 年以内 ノ厩

往症 テ有 スル陽性群ニテハ肋膜炎2例 、腹膜炎

1例 、氣管側淋巴腺腫脹1例 、肺浸潤、肋膜炎

及ビ腹膜炎二罹患セ シ者1例 及 ビ腎膜結核 ノ疑

ヒ有 ウシ者1例 ニ シテ、陰性群ニテハ肋膜炎1

例、腹膜 炎5例 及ビ肺浸潤蛇ゼニ腹膜炎二罹患

セシ者1例 デァル｡即 チ肋膜炎、腹膜炎及 ビ肺一

浸潤多ク、殊二1ケ 年以内ニ腹膜炎多 キハ恐 ラ

ク今同 ノモノヲ其 ノ再爽 ト見倣 シテ可 ナラン｡

第七節 合併症及ビ績獲症

結核性腹膜炎 ノ大多薮ハ他臓器結核殊二肺 ヨリ

績褒性二薬 リ威書鋤ニヨレバ感染艇踏ハ淋巴道

叉ハ血行ガ主キテナスト云フ｡故 二腹膜炎以外

ノ結核性疾患ヲ有 スル事アルハ勿論デアル｡

含漱液 ヨリ結核菌培養テ行ヒシ者ニテ、陽・陸拉

ビニ陰 性者 ノ結核性 合併症及 ビ績嚢症 ヲ観察 ス

ルニ、 陽性者二於 テ・・16例 中12例(75%) 、 陰

性者二於 テノ・34例 中11例(32.4%)、 雨 沓 合セ

テ50例 中23例 〈46%〉 ガ他臓器 二新 シキ結核性

疾 患 ヲ有 スル事 トナ リ、逆 二合併症 叉ノ・績螢症
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ヲ有 セ シ23例 中約 孚敷ノ・培養 ニテ 菌陽性 デア

ル癬培養時合併症 ノ有無 二就 テ観 ルニ、培養陽

種 ノ結果 テ得 タル 後二 合併症 ヲ 登生 セルハ2

例、 同時 二合併症 テ有 セルハ10例 ニ シテ、之 ユ

ハ腹膜 炎 ノ ミノ時 ハ培養陰性 ニ シテ合併症 テ糞

生 セシ後陽性 トナ レル2例 斗含 ム｡

第12表 培養成績 ト合併症及績獲症

＼ 培養成績合併 臆
＼｡

症 及綴駿症 ＼ ・一、

肺浸潤及血行撒布

肋 膜 炎

腸 結 核

腎 臓 結 核

結核性副睾丸炎

肛門周園膿瘍

痔 痩

腋 部 糞 痙

1陽辮
4

8

1

1(?)

1

2

1L

1

性

÷

｡

｡

｡

｡

｡

0

計
二

8

15
ユ

ー

!

2
ユ

ー

合併症及ビ緬嚢症ノ種類二閥 シテハ第十二表 ノ

如 ク、陽牲者及ビ陰性者共 ニ胸部疾患最モ多 ク

殊二肋膜炎ガ其 ノ最高テ占 メ、肺浸潤 ガ之二次

グ、其 ノ他陽性者二於テハ少歎例 ト難モ諸臓器

二結核性疾患テ有スルモ、陰性者二於テハ之 ヲ

訣 ク｡・

更 二詳細二肋膜炎 トノ關係テ観 ルニ、培養陽牲

群二於テハ陽姓時ニハ腹膜炎 ノミナリシニ約3

週間後肋膜炎テ嚢病 シ、再ビ其 ノ初期ニモ陽性

威績 ヲ得 シ者1例 及 ビ腹膜炎 ノミニテ(6ケ 月

以前二右側滲出性肋膜炎テ経過 シ、常時X線 像

ニテハ葉間肋膜肥厚 ヲ認 メタル以外 二所見ナ

の 約2ケ 月後二 左側滲出牲肋膜炎テ糞病 セル

1例 即チ培養陽性後二肋膜炎ヲ爽病 セルモノハ

2例 、 同時 二肋膜炎が爽見 セラレタルモノ2

例、肋膜炎費病後2週 間及2ケ 月ニテ陽牲 トナ

リタルモノハ2例 、同時h:.血行撒布像及ビ輕度

ノ浸潤像ヲ認 メ、後二肋膜炎テ爽病 セルモノ2

例、計8例 デアル｡其 ノ陽性同敷及ビ聚落激二

就子へ 培養陽性後肋膜炎 ラ嚢病セル例轟テノ、
繍珍

(十)2回 及 ビ(十)1同 、 同時 轟嚢見 セ ラレシバ

/+>1同2例 、 肋膜炎嚢病後陽性 ト ナ リシバ

(什)1同 及 ビ ㈱)1鳳 肺 浸潤 ラ 合併 セ シバ

(朴)3同 及 ビ(冊)2同 デ アツ タ｡培 養陰性群 ノ

肋膜炎A於 テノ・培 養前6ケ 月及 ビ2ケ 月半 ラ経

過 セルモ ノ2例 、同時 二肋膜 炎 アルモ ノ5例 デ

アル｡又 腹膜 炎後肋膜 炎 テ嚢病 スル迄 ノ期 間 ノ

明 カナルモ ノニ於 テハ1ケ 月以 内4例 、1月 半

1例 、2月 孚 ヨリ3月4例 、4月1例 、6月 傘

1例 デアル｡

肺 浸潤 ニ於 テ、 培 養陽性群 ニテハ16例 中4例

(25%)、 陰 性群 ニ テノ、34例 中4例(11｡8%)ガ

之 ヲ合併 スル.培 養陽性 同数 及 ビ聚落敷 二就テ

ノ・第 二章 二述 ベ タル如 シ｡

第13表 培養陽性者二於ケノレ合併症 ノ

有無、轄餓、陽性同数及聚落薮

症
二

摯

6

塾

穫
」2

好

4

良
鱒曖
遵
》

・
.…培向
養轍
陽
性

聚
落
数

2

0

0

一
:

…

9
σ

』-

ー

.

一

恥

些

皿

(十)

く甘)

・柵 ノ

0

{
3

一
-

0

0

丁
-

丁
-

一
〇

陰
1

9
壇

一
〇
ψ

合 併 症
ナキモノ

樗璽
｡

好

.
4

良

一

難
0

鼎
-

0

一
〇

△U

ス
U

合併症 ノ有無及ビ培養陽牲獣態 ガ韓蹄 ト如何ナ

ル關係テ有スルカノ・第十三表 ノ如ク、合併症ナ

キ例ノ・何 レモ轄蹄良好ニ シテ、合併症 テ有スル

モ陽性同数、聚落激共論少 キ者二轄蹄良好 ノモ

ノテ見、雨者共二多キモノ程韓蹄不良 ノ様デア

ルe

第八節 退院時轄蹄及ビ其ノ後ノ経過

結核性腹膜炎 ノ豫後ハ成因、原爽病竈 ノ歌態、

局所所見及ビ合併症蚊 ビニ績嚢症等 ノ諸要因ニ

ヨリテ決定セラレル事ハ周知 ノ鮎デアルガ、培

養成績 ト轄蹄 トノ間 デハ第 十四表 ノ如 キ結果 チ

得 タ.即 チ培養陽姓者 ヨリ韓蹄良好8例(50%)、

不機2例(12.5%)s不 良6例(37.5%〉 デ ァiヲ、
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第14表 培養成績及縛館

良不不好良

…628
螺
　 2…2義30性陰

8438計

陰性者 ヨ リハ良好30例(88｡2%!｡不 攣2例(5｡9

%)、 不良2例(5、9%)デ アル.

退 院後約1年 以上 ヲ経過 セル22例 ノ遠隔成績

テ調査 セルニ、其 ノ明 カナルモ ノハ陽性群7例

中5例 、陰性群15例 中13例 ニ シテ、陽性群 ヨ

リ9ケ 月後1例 死亡 シ、陰性群 ヨリノ・輕 快退院

後5ケ 月ニ シテ結核姓頸部淋 巴腺炎 テ生 ゼ シ1

例 、11ケ 月 後肋膜炎 テ嚢病 セシ1例 ガアル｡死

亡ノ、縮 計6例 ニ シテ、陽牲群4例 、陰性群2例

テアル｡

第九節 登病 ヨリ培養 二至ノレ迄 ノ期 間

第15表 獲病 ヨリ培養二至ル期間

性 陰 性

鵜 驚i陽46 1

34

1ケ 月以下 1610

t-2ケ 月 49

2-3ケ 月 44

3--6ケ 月 28

6-9ケ 月 01
嚢

9-12ケ 月 、012

第十五表 ノ如 ク、陽性群及ビ陰性群共二培養ハ

登病後3月 以 内即 チ比較 的新 シキ腹膜炎 二行 ヘ

ル モ7.多 久 且 ツ又陽性者ノ・ケ3ケ 月以内、少

ク トモ6ケ 月以 内二培 養 セ シ場合 二表ハ レテ居

ツタ｡爾 ホ陽性者1例 、陰性者6例 二新 シキ既

往症 トシテ腹膜 炎ヲ縄過 セル故、現症 ノ・其 ノ再

燃 トシテ初同腹膜 炎螢病 ヨリ通算 シタ｡

含麟 液 ヨリ培養陰牲 ナル モ、其 ノ糞便 ヨリ集菌

法 ヲ行 ヒタル5例 中2例 ノ・結核菌 ガ謹明 サ レ、

1例 ハ既二死 亡 シ、他 ノ1例 ハ不攣入院 中 デア

ル｡雨 者共 「ツ」皮 内反慮陽性轄化 セル 者 デア

ルt/o

第五章 考 ・按

結核性腹膜炎 ノ成因ハ軍一 ノモノデナ イ｡原 嚢

姓 ノ事ノ・極 メテ稀 デ、Borsehke20氏 ハ226例 中

2例 、叉Olcott2s)氏 ノ・外科 的、一部病理解剖的

二腹膜 ニ ノミ所 見 テ『認メ シノ・109例 中18例 デ

アッタ ト云 フ｡齢 チ大部分 ガ績嚢性 ノモ ノデア

リ、之 ガ如何 ナル臓器 ノ原嚢竈 ニ ヨルモ ノカラ

確 メル ノハ容 易 デナ イガ又重要 ナル貼 デアル｡

原 嚢竈 トシテハ 肺結核約50%、 淋 巴腺結核約

17%、 腸 結核10%・ … トノ報 告(Albrecht氏 〉

ノ如 ク肺 二原 因 スル モノガ最 モ多 イ
｡

余 ハ結核性腹膜炎 トシテ入院 セル 患者50例 二

就 テ、其 ノ含噺 液直接塗抹標本 ヨ リ結核 菌陰性

ナ リシ者 ノ培 養 テ行 ヒ16例 即 チ32%、 叉其 ノ

中培養時何等合併症 ヲ有 セザ ル29例 ニテモ6

例 即 チ20・7%ノ 陽 性卒 テ 得 タ｡創 軟液培養 ヨ

リモ更 晶優秀 ト云バ レル胃液培養法 二依 レバ尚

ホー層高率二菌陽性者ラ嚢見 シ得 ル事 ガ推定セ

ラレル｡

含漱液中 ノ結核菌ガ輩 二外部 ヨリ咽頭二附著 セ

ルモノデナク、X線 像ニテ不明ナル肺臓其 ノ他

氣道内ノ隠 レタル病竈ユ基源 シテ結核菌ガ喀出

セラレ咽頭附近二附著 セシモ ノナルコトハ、此

等患者ハ長 ク入院 セル者 デァリ、且 ツ北本働氏

等 が外來 ノ所謂健康ナル都下中學生二行ヘル含

漱液培養二於テ、 僅 カニ0、489ンノ結核菌 テ諦

明 シ得 タル成績 ヨリシテモ之ヲ諦明スル事 ガ出

來ル ト思バレル｡

叉X線 像二於テ、明 カナ病竈a認 メ得 メ者26

例中7例 即チ26.8%二 結核菌 ノ誇明セラレタ

ル事、例へ肺二病竈 アルモ培養陰性者 ノ方 ガ豫

後良好 ノ事及 ビ陽性同藪、聚落撒共 二多キ者 ノ

豫後不良ナル傾向 ノアル事實ハ結核 ノ豫防及ビ



OOl 島崎 菰結核性腹膜炎患者二於ケ・レ含漱液 田リノ結核菌培養成績二就テ 【第20管

治療上 ヨリ槻乳 腹膜炎患者 ノ含徽後培養 ヲ行 フ意義 ガ アル ト信 ズ｡

第六章 結 論

昭和15年9月 以降 東京警察病院内科ニ入院 セ

ル結核 性腹膜炎患者50例 ノ含噺液 ヨリ結核菌

培養ヲ行ヒ、其 ノ培養成績 二就 テ得 タル結果 ハ

次 ノ如 シ｡

〈1)培養成績.結 核1生腹膜炎患者50例 中16例

郎チ32%、 其 ノ中合併症無 キ29例 中6例 帥チ

20,7%ノ 培養陽性傘ヲ得 タ｡

培養陽性同獄及ビ聚落蹴二就テハ1同 陽性 ノモ

ノガ最モ多 久2同 及ビ3同 ト連績的二陽性 ノ

モノハ少 イ｡聚 落数(+〉 最 モ多ク、(十)及 ビ

〈柵・♪ハ比較的少 イ.

(21性 別及ビ年齢｡総 数二於テ女子 ハ男子 ノ約

2倍 半ナルモ、培養陽煙傘ハ男子ハ女子 ヨリモ

高 イ｡

年齢ハ16-25歳 最 モ多 ク、 陽性者モ此間二 多

シo

(3)病 型｡培 養陽性者 及ビ陰性者共 二滲 出型 及

ビ非滲 出型 ガ相孚 バ スル｡陽 性者 ノ・合併症有 レ

パ寧 ロ滲 出型 ハ韓編良好 デ}イ .

(4)「 ツベ ル クリン」皮 内反 購｡培 養陽性者 及 ビ

陰性者共.rヅ 」皮 内反慮彊 キ者 ハ轄蹄良好 デァ

リ、陰性、疑陽性及 ビ輕度陽煙 ヲ示 スモ ノニ轄

鋸 不良 ノモ ノア リ｡

「ツ」皮 内反癒湯性轄化10例 中3例 ハ 含漱 液結

核菌場挫 ニ シテ、陰性者 巾2例 ハ糞便 ヨリ集菌

法 ニテ少藪 ノ結核菌 チ見出 セルモ ノデ アル.

(5)赤 雌 求沈降速度｡培 養陽性者及 ビ陰性者 共

二中等 度及 ビ強 度促進 ノモ ノが多 イ.

入退院時赤沈値 ノ差20粍 以上 ノ攣動 アルモ ノ

ニ就 テ観 ルニ、培養陽性者 ル、塘 加例 多 ク、陰性

者 ニハ不攣例 多 久 増加 例最 モ少 シ｡

(6>X線 像c肺 二特 二 麹 化 チ認 メヌ26例 巾7

例、肺門部陰影檜大8例 中2例 、肺門部淋巴腺

腫脹5例 中3例 、肺二浸潤像アル7例 中3例 及

ビ1侃行撒布像1例 二培養陽性デアツタ｡

(7>結 核性既往症｡陽 性者全テガ1年 以前二縄

過 セル結核梶疾患+キ モ、3分 ノ1以 上二1年

以内二罹患 ノ既往症テ有ス｡陰 性者ニテハ1年
ヒ

ヲ限界 トスルモ同様激 ノ読往症 テ有 ス｡

(S>A,併 症 及 ビ績嚢症b培 養陽 匪者16例 中12

例 即 チ75%、 陰 性者34例 中11例 部 チ32、4%

二 合併症及 ビ績爽症 ラ有 ス｡

肋 膜 炎最 モ多 ク、肺浸潤之 二次 グ｡

輔 蹄 ノ・合併症無 キ場合 父ハ合併 症 ヲ有 スルモ陽

性同蹴及 ビ聚落数共 二少 キモ ノが良好 デ ァリ、

多 キモ ノガ不良 ノ様 デ ア,レ｡

〈9>退 院 時轄蹄 及ビ其 ノ後 ノ経過｡培 養陽性者

ノ・轄蹄良好50?/o、 不 攣12,5%、 不 良37・5%デ

ア リ、陰性者 ・・良好88｡2%、 不攣及 ビ不良 各々

5.9%ヂ ア 呪タ｡・

爾ホ1年 以上輕過 セル22例 ノ湛隔成績 ヲ 調査

セル∴ 其ノ後 ・経過 明 カナルモ ノ18例 アリ、

陽性群5例 中1例 死 亡 シ、 陰 性群13例 中1例

ハ結核牲預部淋 巴腺 炎、1例 ハ肋膜炎 ヲ嚢病 シ

タ
⑳

死亡ノ琉患計6例 ニ シテ、陽椌君¥.ヨリ4例i陰 性

群 ヨリ2例 デアル,

qO海 彰病 ヨリ含徽液培養 セル迄 ハ期間.培 養陽

性者 及V陰 種者共二饗病3ケ 月以内二試 ミタ者

力名イ.

欄窄二臨 ミ東大教授坂 口康藏博士、助教授顯澤

穂一博士 ノ御校閲 ラ深 ク感謝 シ、椥懇篤ナル御

指導 ト御校正子賜ハリシ馨長、東大講師坂本秀

夫博十二満腔 ノ謝意ユ楕 グ.
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